
  

 

 

 

 

受け継がれる平和への思い 

                           校長  藤村 信之 

 ５年生が、総合的な学習の時間で「平和学習」を行ってい

ます。先日は、広島平和記念資料館や平和記念公園へ社会見

学に行きました。子どもたちが資料館のパネルや展示物を一

つひとつ真剣なまなざしで見ている姿から、原子爆弾の恐ろ

しさや戦争の悲惨さを実感しているようでした。 

 その社会見学に先立って、５年生は、戦争を体験された柳

井市在住の森重笑子さんから当時のお話を聞くことができ

ました。 

森重さんは、当時１４歳で終戦を迎えましたが、昭和２０

年８月１５日の終戦日前日まで、光海軍工廠に学徒動員とし

て送り出されており、そこで空襲にあいました。その空襲に

よる犠牲者は７００人以上で、森重さんの同級生も犠牲にな

ったそうです。 

そして、生死をさまようような思いで柳井駅に着いたとき、改札で「うちの子を見んか

った？」というお母さんたちの叫び声に答えることができなかったという辛いお話も教え

ていただきました。 

教科書や資料の記述からだけでは伝わってこない、戦時中の緊張感や間近で体験された

爆撃の恐ろしさなど、実際に戦争を経験された方にしか語れない重みがあり、子どもたち

は最後まで真剣な表情で聞いていました。 

子どもたちから、「平和に向けて何をしていくとよいか？」という質問がありましたが、

「一人ひとりが広い心をもって、信じ合い、助け合って、仲間意識をもって行動すること」

と答えていました。森重さんは、終始、言葉の一つひとつに平和への思いを込めて、語っ

ていらっしゃるようでした。 

子どもたちの感想には、「『戦争は絶対にしてはいけない』という森重さんの言葉が心に

残っている」「平和になる一歩として、友だちと信じ合い、仲良くし、けんかをせずに話し

合って解決できるような人になりたい」「みんなが幸せに、友だちと過ごす時間を大切にし

ていきたい」などとあり、森重さんのお話を自分事としてとらえ、平和について自分の生

活に置き換えて考えているようでした。 

また、森重さんの戦争体験を語り継ぐ活動は、この度の柳井小でのお話で最後にされる

とのことで、「次は僕たちの番だから、しっかりと下級生に伝えたい」「大人になった時、

子どもたちに伝えたい」といった子どもたちの感想からも、自分たちがしっかりと平和を

受け継いでいかなければならないという思いが伝わってきました。 

はつらつ柳井っ子 
令和８年７月１日 

全校児童数４８７人 

柳井市立柳井小学校 学校だより 

★「子どもが輝く学校」をめざしていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 火 始業式 給食後下校 

28 金 修学旅行・宿泊学習保護者説明会 

31 月 水泳（高学年） 

 

7 月 水泳（高学年） 

8 火 なぎの日 

14 月 水泳（高学年 ５・６年水泳記録会） 

28 月 水泳（低学年）３年社会見学 

30 水 児童集会 

6 月 水泳（中学年） 

13 月 水泳（低学年・ひなた） 

14 火 個人懇談会① 

15 水 個人懇談会② 

16 木 個人懇談会③ 

17 金 終業式（給食あり ４校時授業） 

主な 

【みんなでよりよい学校へ】 

 ６月１６日（火）に、代表委員会を行いました。この

代表委員会は、子どもたちが学校生活の様々な問題に

ついて話し合い、解決していくための自治的な仕組み

で、集会委員会が進行し、１０の委員会の代表と４～

６年の学級代表が集い、この度は、「子どもが輝く学校」

に向けてみんなで頑張りたいことを話し合いました。 

めざす子どもの姿【知恵いっぱい まなびあう子】【笑顔いっぱい やさしい子】【元気

いっぱい やりぬく子】をもとに、今までの状況を発表し、これからどんなことをしてい

けばよいのか、みんなで考えていきました。自分たちの学校は自分たちの力で何とかし

ていこうとする姿に頼もしさを感じました。 

【信頼される学校づくりに向けて】 
 
 子どもたちが安心して学び、笑顔で登
校できる学校であるためには、児童・保護
者の皆様との確かな信頼関係が不可欠で
す。信頼される学校づくりに向けて、「児
童・保護者との約束」を以下のように定
め、綱紀保持に取り組んでまいります。 
 

《児童・保護者との約束》 
 

私たちは、児童・保護者に信頼される教
職員として、次の１～３に取り組むことを
約束します。 
 
１  事前確認の取組を徹底し、飲酒運転の
根絶に取り組みます。 

２  児童との私的な連絡の禁止を徹底し、
ハラスメントの根絶に取り組みます。 

３ 児童の人権に配慮した指導を徹底し、
暴言や体罰の根絶に取り組みます。 

 
柳井市立柳井小学校 

【学習面・行動面の困難や 

      発達に関する相談窓口】 
 

 子どもが困っているときは、本人の努力

不足や怠けだけが要因とはかぎりません。

適切な支援によって、子どものもてる力を

伸ばしていくことができます。どのように

サポートしていけばよいか一緒に考えて

いけたらと思います。気になることがあり

ましたら、学期末個人懇談等でご相談くだ

さい。 
 

《相談窓口》 

学級担任・校内コーディネーター 

柳井市通級指導教室（ことばの教室） 


